
 

＜報道発表資料＞ 

令和８年１０月３０日 

下京区ふれあい事業実行委員会 

京都市下京区役所地域力推進室 

 

令和８年度下京区人権月間事業 

映画「猫と私と、もう１人のネコ」の上映及び 

  講演会「ケアラーを支える社会へ」の開催 
 

 

下京区ふれあい事業実行委員会では、様々な人権啓発活動に取り組んでいます。この度、

社会全体でケアラーを支え、全てのケアラーが安心して自分らしく、希望を持って暮らせる

社会の実現に向け、１２月の人権月間にあわせて、「ケアラーを支える社会へ」をテーマに

映画の上映と講演会を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        

 

【開催概要】 

● 日 時 令和８年１２月１３日（日) 

午後１時３０分～午後４時（受付：午後１時） 

● 場 所 ひと・まち交流館 京都 2 階大会議室 

（〒600-8127 京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町 83 番地の 1） 

  

©2024 「猫と私と、もう 1 人のネコ」製作委員会 



 

● 内 容  

（１）映画上映 

【上映作品】猫と私と、もう 1 人のネコ（９９分） ※ 日本語字幕対応 

（２）講演会 

【演 題】ケアラーを支える社会へ 

【講演者】立命館大学産業社会学部 教授 斎藤
さいとう

 真
ま

緒
お

 氏 

● 定 員 ２００名 

● 参加費 無料 

● 申込み 「京都いつでもコール」にて電話、FAX、WEB 受付 

氏名(ふりがな)、電話番号、郵便番号、住所、同伴者氏名（３名まで）、 

メールアドレス（WEB 申込みの方のみ）をお伝えください。 

※ 手話通訳を御希望の方は、申込時にお知らせください。 

【申込期間】令和８年１１月６日(金)～令和８年１２月３日(木) 

京都いつでもコール（おかけ間違いに御注意ください。） 

電 話：０７５－６６１－３７５５（午前８時～午後９時 年中無休） 

ＦＡＸ：０７５－６６１－５８５５ 

   ※ 申込者多数の場合は、抽選とさせていただきますので御了承ください。 

   ※ 申込者全員に、ハガキ、メール等でお知らせいたします。 

● 主 催 下京区ふれあい事業実行委員会、 

    下京区地域啓発推進協議会、下京区役所＜法務省委託事業＞ 

● 共 催 下京区地域女性連合会 

 

＜ひと・まち交流館 京都へのアクセス＞ 

 京阪電車「清水五条」下車 徒歩 8 分 

地下鉄烏丸線「五条」下車 徒歩 10 分 

 市バス 4、7、205 号系統「河原町正面」下車すぐ 

※ お越しの際は公共交通機関を御利用ください。 

 

 

＜上映作品「猫と私と、もう 1 人のネコ」について＞ 

【ストーリー】 

美術部に所属する女子高生 清瀬
き よ せ

櫻
さくら

は、母の環
たまき

に東京への進学希望を伝えるが、とり

あってももらえず…そんな中、久しぶりに父 紘一
こういち

も揃った楽しい夕食を過ごすが、突

然母から引っ越しの話が出る。娘の意思を大事にしたい紘一とは対照的に一方的に自

分の想いを通そうとする環は、紘一を家から追い出してしまう。ぎこちない母子生活の

中、環が職場で倒れたという連絡が！誰にも言えない気持ちを匿名で SNS に書き込み

始める櫻だが、次第に追い詰められて… 

 

＼WEB 申し込みはこちら／ 

http://web.city.kyoto.lg.jp/org0018/cc/cc_logo.gif


 

本作品には、“子どもが子どもらしくいられる街”をみんなでつくっていきたい。周り

の人が気づき、声をかけ、手を差し伸べることで「誰かに頼ってもいいんだ」と思える

こと。それはきっと子どもだけでなく、すべての人が幸せに暮らせる社会をつくる一歩。

その一助になればとの想いが込められています。 

 

＜講演者「立命館大学産業社会学部 教授 斎藤 真緒 氏」について＞ 

【講演内容】 

少子高齢化や家族の変化によって、すべての人が、ケアを受ける存在としてではなく、

ケアを担う時代に突入しようとしています。2024 年、ヤングケアラー支援が法制化さ

れました。また地方自治体レベルでは、ケアラー支援条例の制定が徐々に広がっていま

す。ケアラー支援の導入は、障害や高齢や医療など、縦割りの福祉制度をどのように変

えることができるのでしょうか。多様なケアラーの実態や課題を踏まえたうえで、ケア

ラーを支える仕組みと理念を手がかりとしながら、ケアを基軸とする新しい社会のあり

方を皆さんと一緒に考えたいと思います。 

【斎藤教授のプロフィール】 

 立命館大学産業社会学部教授。専門は家族社会学。 

立命館大学社会学研究科博士後期課程修了。博士（社会学） 

日本家族社会学会・日本社会政策学会所属。 

「男性介護者と支援者の全国ネットワーク」運営委員 

「子ども・若者ケアラーの声を届けようプロジェクト  

(YCARP;Young Carers Action Research Project)」発起人。 

「ケアラー支援条例をつくろう！ネットワーク京都（略称： 

京都ケアラーネット）」共同代表。 

主著：斎藤真緒編『子ども・若者ケアラーの社会学‐ケアリング・ソサエティの創造』

（クリエイツかもがわ、2026 年 3 月） 

『子ども・若者ケアラーの声からはじまる―ヤングケアラー支援の課題』（共著、

クリエイツかもがわ、2022 年 3 月） 

『男性介護者白書―家族介護者支援への提言』（共著、2007 年、かもがわ出版） 

 

＜お問合せ先＞ 

京都市下京区役所地域力推進室まちづくり担当（事業担当） 

電話：０７５－３７１－７１６４ 


